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■概要 

2005年の日本映画。 

福居ショウジン監督が贈る新感覚Ｊホラー！ 
日本プロフェッショナル映画大賞での受賞経験を持ち、代表作「Pinocchio√964」の成功により、 

ヨーロッパでも高い評価を受ける福居ショウジン監督。 
彼が2005年春の「伝染」に続きJホラーに挑んだ。 

ニートや個人サイトなど時事的なシチュエーションをうまく取り込みながら、 
普遍的な真の恐怖に迫る秀作が誕生した。 

(ﾟДﾟ)ﾊｧ？？？ 

パッケージ画像（transformer.co.jp） 

■川下り 

一日中、家から一歩も出ることができない豚。 
タケシという男性が運営するインターネットの個人サイトを眺めることだけが、唯一の楽しみだっ

た。 

ある日、東京の一角で、「原因不明の狂気に陥り死亡する人間が続出している」とのニュースが流
れた。 

豚は、タケシの安否を心配し、チャット機能を使ってアクセスを試みるが、返事がない。 
ラジオからは、次々と増えていく犠牲者のニュースが流れている…。 

そんな中、タケシはようやく豚の呼びかけに答え、 
パソコンに接続されたカメラで自分の姿を公開するが、 

映し出された映像は、目を覆いたくなるほどの狂気と不気味さに満ちた、恐るべき川下りだった…。
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